
令
和
4
年
度
当
初
予
算
は
、

『
未
来
越
前
町
へ
希
望
を
紡
ぐ
予
算
』

　
令
和
4
年
度
は
、
第
二
次
越
前
町
総
合
振
興
計

画
の
後
期
計
画
の
2
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
見
据
え
て
、
計
画
の
目
標
達
成
に
向

け
、
着
実
に
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
は
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
た
な
目

標
と
課
題
に
も
目
を
向
け
、
課
題
解
決
の
た
め

に
、
積
極
的
に
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
4
年
度
当
初
予
算
を
、

「
未
来
越
前
町
へ
希
望
を
紡
ぐ
予
算
」

と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す
。
町
民
が
「
ふ
る
さ

と
越
前
町
」
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
誰
も
が

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
、
人
に
や
さ
し
く
地

域
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
堅
実
に
推
進
さ
せ
る
予
算
と

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
事
業
会
計
を
合
わ
せ
１
８
８
億

７
，１
０
５
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
９
，８
９
２

万
円
の
減
（
０
．５
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
１
１
９
億
９
，８
０
０
万
円

で
、
町
長
選
挙
執
行
に
よ
り
骨
格
予
算
を
編
成
し

た
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
億
９
，８
０
０
万

円
の
増（
２
．５
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
今
年
度
は
4
つ
の
重
点
施
策
に
基
づ
き
、

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
快
適
な
住
環
境
整
備
と
充
実
し
た
受
け
入
れ

体
制
に
よ
る
移
住
・
定
住
の
促
進

②
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
包
括
的
な
支
援
の

充
実

③
地
域
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
定
着
に

向
け
た
環
境
整
備

④
魅
力
あ
る
越
前
ブ
ラ
ン
ド
と
新
た
な
誘
客
戦

略
に
よ
る
観
光
の
振
興

　
主
な
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

4
つ
の
重
点
施
策
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目
接
種
実
施
な
ど
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
や
教
育
・
生
涯
学
習
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
多
様
な
行
政
課
題
や
町

民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
施
策
を
着
実
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

【
歳
入
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝
	

個
人
町
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り
、
町
税

が
１
億
６
，９
０
０
万
７
千
円
の
増

⃝

臨
時
財
政
対
策
債
振
替
額
の
減
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
が
３
億
５
，０
０
０
万
円

の
増

⃝

ふ
る
さ
と
再
生
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、

寄
附
金
が
１
億
７
，８
９
０
万
円
の
増

⃝

臨
時
財
政
対
策
債
や
天
王
川
改
修
受

委
託
料
の
完
了
に
伴
う
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
債
（
合
併
特

例
債
）
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町
債
が

３
億
６
６
０
万
円
の
減

一般会計・歳入予算の内訳

一般会計・歳出予算の内訳

歳  出
119億9,800万円
（性質別）

人件費
20億9,081万5千円
（17.4％）

扶助費
19億2,029万7千円
（16.0％）

公債費
14億1,817万5千円
　（11.8％）

義務的経費
54億2,928万7千円
（45.2％）

投資的経費
6億1,820万5千円
（5.2％）

その他の経費
59億5,050万8千円
（49.6％）

物件費
19億3,010万1千円
（16.1％）

補助費等
25億5,121万8千円
（21.3％）

普通建設事業費
6億1,820万5千円
（5.2％）

繰出金
9億6,574万7千円
（8.0％）

予備費  1,000万円（0.1％）予備費  1,000万円（0.1％）

貸付金  3,500万円（0.3％）貸付金  3,500万円（0.3％）
投資及び出資金  820万円（0.1％）投資及び出資金  820万円（0.1％）

積立金
3億221万円（2.5％）
積立金
3億221万円（2.5％）

維持補修費
1億4,803万2千円（1.2％）
維持補修費
1億4,803万2千円（1.2％）

町税
21億3,208万5千円
（17.8％）

自主財源
38億2,667万9千円
（31.9％）

依存財源
81億7,132万1千円
（68.1％）

地方交付税
52億5,000万円
（43.8%）

分担金及び負担金
1億3,247万3千円（1.1%）
分担金及び負担金
1億3,247万3千円（1.1%）

諸収入
1億2,745万2千円（1.1%）
諸収入
1億2,745万2千円（1.1%）

繰入金
9億4,482万4千円（7.9%）
繰入金
9億4,482万4千円（7.9%）

財産収入
8,181万6千円（0.7%）
財産収入
8,181万6千円（0.7%）

使用料及び手数料
7,802万8千円（0.6%）
使用料及び手数料
7,802万8千円（0.6%）
繰越金
8,000万円（0.7%）
繰越金
8,000万円（0.7%）
寄附金
2億5,000万1千円（2.1%）
寄附金
2億5,000万1千円（2.1%）

地方譲与税
1億3,075万2千円（1.1%）
地方譲与税
1億3,075万2千円（1.1%）

地方消費税交付金
4億3,730万円（3.6%）
地方消費税交付金
4億3,730万円（3.6%）

株式等譲渡所得割交付金
1,570万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,350万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
230万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,120万円（0.3％）
環境性能割交付金
1,290万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
1,570万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金
150万円（0.0％）
配当割交付金
1,350万円（0.1％）
地方特例交付金
1,320万円（0.1％）
利子割交付金
230万円（0.0％）
法人事業税交付金
4,120万円（0.3％）
環境性能割交付金
1,290万円（0.1％）

国庫支出金
9億8,849万1千円
（8.2%）県支出金

9億5,777万8千円
（8.0%）

町債
3億670万円
（2.6%）

歳  入
119億9,800万円

（％：構成比）

（％：構成比）

会　　計　　名 令和4年度予算額
❶

令和3年度予算額
❷

増　減　額
❶−❷＝❸

増減率（％）
❸/❷×100

一　般　会　計 119億9,800万円 117億円 2億9,800万円 2.5

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険事業 22億3,732万4千円 23億2,206万円 ▲8,473万6千円 ▲ 3.6

介 護 保 険 事 業 23億9,317万5千円 24億1,232万7千円 ▲1,915万2千円 ▲ 0.8

後期高齢者医療事業 3億3,130万7千円 2億8,980万5千円 4,150万2千円 14.3

簡 易 水 道 事 業 3億8,666万4千円 3億7,860万9千円 805万5千円 2.1

公 共 下 水 道 事 業 4億9,206万8千円 5億4,946万4千円 ▲5,739万6千円 ▲ 10.4

集 落 排 水 事 業 2億5,236万1千円 2億5,761万4千円 ▲525万3千円 ▲ 2.0

温 泉 事 業 3,335万6千円 1,652万9千円 1,682万7千円 101.8

農林漁業体験実習館事業 2,508万4千円 2,489万9千円 18万5千円 0.7

土地区画整理事業 3万7千円 847万4千円 ▲843万7千円 ▲ 99.6

小　　　　　計 61億5,137万6千円 62億5,978万1千円 ▲1億840万5千円 ▲ 1.7

事
業
会
計

上 水 道 事 業 3億9,457万1千円 4億3,305万5千円 ▲3,848万4千円 ▲ 8.9

国民健康保険病院事業 3億2,710万8千円 5億7,713万9千円 ▲2億5,003万1千円 ▲ 43.3

小　　　　　計 7億2,167万9千円 10億1,019万4千円 ▲2億8,851万5千円 ▲ 28.6

合　　　　　計 188億7,105万5千円 189億6,997万5千円 ▲9,892万円 ▲ 0.5

【
歳
出
の
ポ
イ
ン
ト（
前
年
度
と
の
比
較
）】

⃝

平
成
30
年
度
に
借
り
入
れ
た
本
庁
舎
整

備
事
業
や
令
和
元
年
度
に
借
り
入
れ
た

織
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
更
改
事
業

の
元
金
償
還
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
公
債
費
が
１
億
３
，８
３
２
万
円

の
増

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数
の
増
加
に

伴
い
、
積
立
金
が
１
億
８
，４
８
９
万

円
の
増

⃝

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
、
漁

業
集
落
排
水
な
ど
の
事
業
債
元
利
償

還
金
の
償
還
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴
い
、

繰
出
金
が
１
億
１
，１
３
８
万
６
千

円
の
減

⃝

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
に
よ
る
返
礼
品

費
用
・
送
料
な
ど
の
増
や
、
橋
梁
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
道
路
構
造
物
定
期
点

検
委
託
料
の
増
に
よ
り
、
物
件
費
が

１
億
９
４
５
万
５
千
円
の
増

ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の

予
算
規
模
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3
月
20
日
、
朝
日
地
区
の
河
川
周
辺
で
、
第

48
回
天
王
川
美
化
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
天
王
川
流
域
で
は
、
近

隣
集
落
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
比
べ
る
と
、
捨

て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
な
ど
、
大
量
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
美
し
い
景
観
、
住
み
よ
い
環
境
を
作
る
た
め

に
、
ゴ
ミ
の
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

第
48
回
天
王
川
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

▲多くの人に参加していただきました ▲ラ・クリヤ（木造平屋建）

快
適
な
住
環
境
整
備
と
充
実
し

た
受
け
入
れ
体
制
に
よ
る
移
住
・

定
住
の
促
進

⃝
 

移
住
定
住
の
促
進

　

移
住
定
住
の
促
進
の
た
め
、
新
築
住
宅
に

係
る
工
事
費
の
一
部
を
助
成（
住
宅
新
築
・
町

内
業
者
施
工
・
町
産
材
使
用
な
ど
に
よ
り
加
算

助
成
）し
ま
す
。

［
３
，０
０
０
万
円
］

⃝
 

公
共
交
通
の
利
用
促
進

　

従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
う
ち
５
路

線
を
廃
止
し
、
新
た
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行
を
開
始
し
ま
す
。［

２
，１
５
９
万
４
千
円
］

⃝
 

冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保

　

除
雪
機
械
の
管
理
や
除
雪
作
業
の
委
託
を

実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
除
雪
車
を
購
入
し
、

冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
除
雪
車
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
除
雪
状
況
の
適
切
な
把
握
に
努

め
ま
す
。

［
１
億
２
，０
３
５
万
４
千
円
］

主
な
事
業

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
　
　

包
括
的
な
支
援
の
充
実

⃝
 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
町

で
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
出
産
育
児
祝
金

を
給
付
し
ま
す
。

［
１
，１
７
０
万
円
］

⃝
 

地
域
医
療
の
推
進

　

織
田
病
院
に
お
い
て
、
計
画
的
な
医
療
機

器
の
更
新
を
行
う
た
め
、
経
年
劣
化
し
て
い

る
洗
浄
器
や
上
部
内
視
鏡
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

な
ど
の
医
療
機
器
を
更
新
し
ま
す
。　
　
　

［
３
，２
３
３
万
２
千
円
］

⃝
 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
計
画
に

　

 

基
づ
い
た
教
育
の
推
進

　

教
育
の
情
報
化
が
加
速
す
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
改
善
等
を
行
う
専
門
ス

タ
ッ
フ（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
）を
配
置
し
、
質

の
高
い
授
業
を
提
供
し
ま
す
。　

［
７
４
８
万
８
千
円
］

⃝
 

学
校
給
食
の
一
部
無
償
化

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

町
内
の
小
中
学
校
の
給
食
費
の
一
部
（
３
学

期
分
）
を
無
償
化
し
ま
す
。

［
２
，０
２
４
万
９
千
円
］

地
域
産
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

と
定
着
に
向
け
た
環
境
整
備

⃝
 

ふ
る
さ
と
越
前
町
の
振
興

　

ふ
る
さ
と
越
前
町
を
応
援
し
た
い
人
や
越

前
町
の
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
人
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

と
い
う
形
で
寄
附
を
い
た
だ
き
、
応
援
い
た

だ
い
た
人
に
地
元
特
産
品
な
ど
を
送
付
し
て
、

地
場
産
品
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

［
７
，５
０
０
万
円
］

⃝
 

農
業
の
振
興

　

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
に
園
芸
産

地
育
成
や
水
田
農
業
規
模
拡
大
お
よ
び
儲
か

る
農
業
経
営
の
支
援
の
た
め
、
農
業
機
械
の

導
入
や
、
越
前
水
仙
の
安
定
し
た
球
根
供
給

の
取
組
な
ど
に
補
助
し
ま
す
。

［
１
，３
７
７
万
３
千
円
］

⃝
 

越
前
焼
の
継
承
お
よ
び
振
興

　
「
職
人
塾（
実
技
研
修
）」
を
開
設
し
、
越
前

焼
の
技
術
継
承
や
作
陶
を
志
す
塾
生
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
職
人
塾
修
了
生
の
独
立
創

業
と
地
元
定
着
を
支
援
す
る
た
め
、
開
業
す

る
際
の
投
資
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
の
県
内
開
業
に
向
け
、
越
前

焼
の
利
用
・
販
路
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
越
前
焼
産
地
の
振
興
を
図
り
ま
す
。　

［
１
，５
８
０
万
１
千
円
］

魅
力
あ
る
越
前
ブ
ラ
ン
ド
と
新
た

な
誘
客
戦
略
に
よ
る
観
光
の
振
興

⃝
 

重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
継
承

　

重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
国
の
指
定
を
受

け
た
「
越
前
海
岸
の
水
仙
畑　

上
岬
の
文
化

的
景
観
」
を
、
隣
接
市
町
と
連
携
し
な
が
ら

保
存
・
活
用
活
動
を
実
施
し
、
観
光
・
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。［

２
３
０
万
９
千
円
］

⃝
 

北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
た

　

 

受
入
れ
環
境
の
整
備

　
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
、
増
加
す
る
観

光
客
な
ど
の
新
た
な
宿
泊
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
宿
泊
施
設
事
業
者
が
行
う
施
設
改
修
等
を

支
援
し
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

［
３
，５
３
３
万
３
千
円
］

⃝
 

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｗ
ｅ
ｂ
問
い
合
わ
せ

に
対
し
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

自
動
的
に
答
え
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
導
入

し
ま
す
。

［
１
０
２
万
５
千
円
］

問
合
せ
先　
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
１
１

わたしたちのまちの予算
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
自
宅
で
食
事
を
す
る
機
会
が
増
え
る
中
、
2

月
15
日
か
ら
3
月
4
日
ま
で
町
立
図
書
館
宮
崎

分
館
に
お
い
て
食
生
活
改
善
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。
町
食
生
活
改
善
推
進
員
、
町
栄
養

士
、
図
書
館
司
書
が
連
携
し
、
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
レ
シ
ピ
、
減
塩
食
品
、
健
康
に
関
す
る
本
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
来
館
者
か
ら
は
、
毎
日

の
食
事
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
の
声

が
あ
り
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
、
が
ん
ば
り

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
体
に
や
さ
し
い
お
う
ち
ご
は
ん
」
の

展
示
を
行
い
ま
し
た

　
県
で
は
、
毎
年
「
ふ
る
さ
と
の
日
（
2
月
7

日
）」
に
合
わ
せ
て
、
地
方
自
治
の
振
興
お
よ

び
社
会
福
祉
・
産
業
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
発
展

に
貢
献
し
た
人
に
対
す
る
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
町
内
か
ら
次
の
3
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

自
治
振
興
功
労
者

　
𠮷
村　
春
男
さ
ん
（
元
越
前
町
議
会
議
員
）

産
業
振
興
功
労
者

　
福
岡　
啓
二
さ
ん（
元
越
前
町
商
工
会
会
長
）

教
育
文
化
功
労
者

　
上
野　
重
隆
さ
ん

　
（
元
福
井
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
副
会
長
）

　
な
お
、
上
野
さ
ん
は
長
年
の
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
会
長
の
功
績
に
対
す
る
全
国
子

ど
も
会
連
合
会
表
彰
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
県
政
功
労
者
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　
2
月
、
越
前
地
区
厨
地
係
に
農
林
水
産
業
従

事
者
単
身
用
住
宅
「
ラ
・
ク
リ
ヤ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
町
内
で
農
林
水
産
業

に
従
事
す
る
若
手
人
材
の
確
保
お
よ
び
定
住
促

進
と
生
活
の
安
定
を
目
的
に
、
一
定
期
間
の
入

居
施
設
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
、
次
世
代
の
担
い
手
を
育
成

す
る
水
産
カ
レ
ッ
ジ
生
な
ど
の
卒
業
生
を
受
け

入
れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
従
事
者
単
身
用
住
宅
が
完
成
し
ま
し
た

▲𠮷村さん（左）、福岡さん（中央右）、上野さん（右）▲食生活改善コーナー
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